
東北大学の事業継続性の実際
̶̶東日本大震災から学ぶ̶̶

本江正茂
motoe@archi.tohoku.ac.jp

東北大学大学院工学研究科都市・建築学専攻
2011年6月16日

第9回大学施設マネジメント研究会
於 名古屋大学

東北地方太平洋沖地震

•2011年3月11日14時46分
•M 9.0
•仙台市青葉区 震度6弱

4 7
地震波形の比較

仙台駅前住友生命ビルにて計測［源栄, 2011］
2011年東北地方太平洋沖地震災害調査　

地震動と建物等の被害
東北大学災害制御研究センター

源栄正人，2011

https://sites.google.com/site/tohokuunivdcrc/home/event

東北大学
青葉山キャンパス
被災状況
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応急危険度判定結果

危険 6棟

要注意 20棟

調査済み 54棟

工学研究科のみ。

「危険」判定建物
建物名 構造 築年 面積 ㎡ 教員 学生

人間環境系研究棟 SRC 9F 1969 7,314 37 352
電子応物系1号館 RC 8F 1966 9,219 19 226
電子応物系講義棟 RC 2F 1966 764

マテリアル開発系研究棟 RC 6F 1968 7,025 36 314

マテリアル開発系講義棟 RC 2F 1968 785

機械知能系工場棟 S 1F 1973 203
計 25,310 92 892

不幸中の幸い
•キャンパス内の人的被害 ゼロ
•もっともマシなタイミング
•だれもいない春休み
•平日の昼間
•晴れ（ただし，のちに雪）

高層棟に被害集中
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［日経アー
キテクチュ
ア 2011年5

月10日号］

Q
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応急補強工事
•残された備品や資料をとり出すため
•エレベータの復旧は不可能
•厳密な入館者管理を継続
•ヘルメット，手袋，ライト，電話
•ひとりでは入らない

13

14

15

16



1 「避難所」 空き部屋探して詰合
わせ

2 「仮設住宅」プレハブ校舎建設へ
近隣民間施設に居候

3 「復興住宅」予算次第
困難なパズル

キャンパス再建への3ステップ

工学研究科 業務復旧・キャンパス再生業務

スケジュールイメージ スケジュールは現時点での想定

2011年度 2012年度 2013年度

3月11日 4月上旬 4月末 後期

改修研究棟

新営研究棟

要点 ・ 教育・研究活動の遅延を極力回避するため被災教員の拠点を急ぎ回復する。

・ 教育・研究の一体性を勘案して仮移転スペースへの学生ならびに教員のアクセスには十分に配慮する。

・ 引越しに伴う研究の一時的中断や経費の支出は出来る限り合理化する。

新棟設計 新営工事

110405

資料1

補強設計 補強工事

オープン
キャンパス
？調整・準備

改修または新棟完成まで借用可能な施設

＜授業開始

仮移転1

フェイズ 1
フェイズ 2

フェイズ 3

避難 調査・検討

プレハブ入居までの
応急避難

仮移転2（プレハブ）

改修または新棟完成までプレハブ

戻り移転（改修棟）

戻り移転（新棟）

＜入試＞

工学研究科キャンパス再生スキーム（案）
資料２

フェイズ　１
緊急避難先候補施設 アクセス 面積 空間性能 その他

情報科学研究科 200 ㎡ ◎ △ ○ 面積小
電子情報系

ニッチェ 100 ㎡ ◎ ○ ◎ 面積中 ※利用希望研究室照会中 避難面積合計 被災面積net

ニッチェ 75 ㎡ ◎ ○ ◎ 面積中 ※利用希望研究室照会中 4,591 ㎡ 90.5% 5,071 ㎡ (a) 2,541 ㎡

西澤センター(青葉台) 970 ㎡ △ ○ ○
研究特化人
材向き

改築まで
移転面積 1,470 ㎡(b) 29.0% 講義棟+600m2

グロス(9,219㎡)

西澤センター(青葉台) 200 ㎡ △ ○ ○
研究特化人
材向き

プレハブ必要面積 4,201 ㎡ (a-b)

金研（片平） 500 ㎡ ○ ○ ○
実験室
1年間

※利用希望研究室照会中

通研（片平） 400 ㎡ ○ ○ ○
一年ずつ更
新

生命科学（片平） 1,200 ㎡ ○ ○ △ 改修が必要

多元研（片平） - ㎡ ○ △ ○
実験室
1年間

マテリアル開発系

学際科学研究科 240 ㎡ ◎ ○ ○
実験室
1年間 避難面積合計 被災面積net 系内圧縮調達面積

青葉山研究会館 40 ㎡ ◎ ▲ △ 面積小 4,160 ㎡ 89.7% 4,640 ㎡ (a) 482 ㎡

富士ソフト,ICR,JSTプラザ(吉成),NECトーキン,T-biz- ㎡ ▲ ◎ ○
学生等のア
クセスが課題

改築まで
移転面積 1,238 ㎡(b) 26.7%

グロス(7,025㎡)

プレハブ必要面積 3,402 ㎡ (a-b)

緊急避難先候補施設 備考 ＊隣接する機知系提供分、管理棟等を使用する。

電気系内施設 2,541 ㎡ ２号館３号館各フロア北南実験棟を圧縮
＊特別な実験等は西澤センター等を使用する。

マテ系内施設 482 ㎡ 金属記念館、工場棟等

人環系内施設 300 ㎡ 総合研究棟11F12Fを２割ほど圧縮

化学バイオ系 580 ㎡ 化バイ生物棟他の部屋を圧縮転用 人間環境系

機械知能系＋量子 1,700 ㎡ 機械実験研究棟、CEO棟の部屋を圧縮転用
避難面積合計

総合研究棟13F、3Fオープンラボ
11-13F交流スペース 584 ㎡ 貸出し予定(448)、交流ｽﾍﾟーｽ(136)の流用 2,474 ㎡ 57.3% 4,318 ㎡ (a) 300 ㎡

工学部管理棟 963 ㎡ 中央棟転出スペースの活用ほか 改築まで
移転面積 2,174 ㎡(b) 50.3%

グロス(7,314㎡)

工学部大会議室ロビー 128 ㎡ 中央棟転出スペースの活用 プレハブ必要面積 2,144 ㎡ (a-b)

工学分館 150 ㎡ 会議室等の転用 ＊総合研究棟を活用。実験系は青葉山、計画系は片平を活用。

研
究
科
外
施
設

共
通
施
設
転
用
分

研
究
科
内
調
達
分

既
存
研
究
棟
圧
縮
捻
出
分

系
自
前

他
系

系内圧縮調達面積
被災面積net
製図室、演習室を算入

110509

系内圧縮調達面積

学
外
施
設

大
学
施
設

＊系内捻出分を中心に、隣接する化バイ提供分を使用する。
＊特別な実験等は西澤センター等を使用する。
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情報科学研究科
ニッチェ T-bis

化学・バイオ 700 ㎡

工学分館 150 ㎡

電子・応物系

総合研究棟 755 ㎡

工学部管理棟 791 ㎡

工学部大会議室 500 ㎡

機械・知能系 1700 ㎡

人間・環境系

マテリアル・開発系

片平キャンパス通研 2号館 1352 ㎡西澤潤一記念研究センター（青葉台） NEC トーキン ( 長町）420 ㎡

フェイズ 1　全体配置図

50m 100m

S= 1:2500

資料 3-1

情報科学研究科
ニッチェ T-bis

化学・バイオ 700 ㎡

工学分館 150 ㎡

電子・応物系

総合研究棟 755 ㎡

工学部管理棟 791 ㎡

工学部大会議室 500 ㎡

機械・知能系 1700 ㎡

人間・環境系

マテリアル・開発系

片平キャンパス通研 2号館 1352 ㎡西澤潤一記念研究センター（青葉台） NEC トーキン ( 長町）420 ㎡

フェイズ 2　全体配置図 資料 3-2

プレハブ 6400 ㎡

プレハブ
1800 ㎡

プレハブ
2000 ㎡

プレハブ 4900 ㎡

50m 100m

S= 1:2500

5月6日 授業開始
•被災建物は立ち入り禁止のまま
•前期の授業日数を確保するため
•土曜，夏休み返上
•講義室は周辺のキャンパスに分散
•演習室・実験室は確保できないまま

今後の課題
•「仮設住宅」フェーズへの移行
•プレハブ資材の確保？
•応急仮設建築の年限2年目以降？
•新棟建設計画着手
•二次補正予算？
•時間的，空間的，予算的に困難なパズル
•競争力の維持
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参考

• 源栄正人: 2011年東北地方太平洋沖地震災害調査，地震動と建物等の被
害，東北大学災害制御研究センター，2011　https://sites.google.com/site/

tohokuunivdcrc/home/event

• 「耐震改修済みSRC造が大破　東北大・建築研究棟の被災で見えた新た
なリスク」『日経アーキテクチュア』 2011年5月10日号
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